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様式１

（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

事業の概要

原油換算した

燃料・熱・電気の合計量

165 人

7,929

環 境 保 全 行 動

㎡
事
業
の
規
模

非エネルギー起源CO2

t-CO2

年

自 動 車 使 用 管 理

8 日31

SF6

住　所

自動車使用台数 4814

HFC

t-CO2

N2O

t-CO2

氏　名

条例第２３条（自動車使用管理計画） 　　第１項　　第２項

条例第１３条（環境保全行動計画）
提出根拠

t-CO2

  　第１項　　第３項

PFC

t-CO2

事業所

（宛先）札幌市長

63 協同組織金融業

kl

（代表者名）

策定しましたので、次のとおり提出します。

環 境 保 全 行 動

北央信用組合

従業員数

使用床面積

計 画 を
自 動 車 使 用 管 理

提出者

理事長　渡辺　欣也

札幌市中央区南1条西8丁目7番地の1

060-0061

札幌市生活環境の確保に関する条例に基づき、

事業所数

温室効果ガス排出量
（二酸化炭素

　換算排出量）

台

179.2

その他

エネルギー起源CO2 メタン

t-CO2

年 31

環境保全行動

　　無）
備
考

環境マネジメントシステムの

別添のとおり

月

　　有（認証名

計画書
自動車使用管理

計画期間 日2022 4 年 31 日～

認証登録の有無及びその種類

2025 月



年 月 日 ～ 年 月 日

別添
環境保全行動計画書
自動車使用管理計画書

313

514 千kwｈ 千kwｈ

%

1

%

１　基本的な方針

電気使用量削減（2021年度
から2030年度までの10年間
において信用組合業界で定
めた基準年度2009年度比
18％の削減計画に基づき、
2009年度実績値に1.2％削
減に取組む）

当組合は「札幌市生活環境の確保に関する条例」に基づき、二酸化炭素排出量の差起源に努めます。
当組合は地域を構成する一員として生活環境確保の責任を果たすため、職員一人一人が環境問題の
重要性に対する意識を持ち、地球環境の保全と環境への負担の削減に努め、地球温暖化の防止
（二酸化炭素の削減）に資源の再活用、再利用、廃棄物の減少なアドのエコ活動を通じて取組んで
まいります。

%

目標数値

電力

【計画期間】

基準数値の
設定根拠

508

数値 単位
削減項目

%

基準数値

%

目標
削減率

%

単位

全国の信用組合業
界いったいで取り組
んでいる電気使用量
の削減計画と連動し
た数値目標とした

２　行動目標

142022

行動目標
数値

2025
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